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定置網漁業者とともにあゆんで70年

ホクモウ株式会社 常務取締役 営業統括部長　架谷満夫

磋琢磨を続けています。このノウハウは各漁
場の船頭たちが伝承してきましたが、後継者
不足に悩む経営体も少なくありません。
また、国内の漁業就業者数は約15万人で30

代までの若手層の割合が２割未満です。新規
就労者も毎年２千人程度で、高齢化と担い手
不足に直面しています。労働力の確保には待
遇の改善が必要であり、漁業経営者には更な
る高収益化が求められています。
一方、定置網漁業は、漁業のなかでは就業

時間が固定化されており、早朝出勤は必要で
すが、生活リズムを崩さない安定した勤務形
態で働く事ができます。働き方改革への対応
を進めやすいという点は、若年層への大きな
アピール材料になると考えています。
最後に１点だけ問題を挙げると、定置網漁

業は農林業とは異なり、漁業権を設定して一
定の期間、一定の水面で排他的に営まれます。
各漁場の経営体は、所有権のない漁場に資本
投下をすることになります。このような制度
的な特性が、既存の漁業者による施設改善を
含む積極的な投資を難しくし、同時に新規参
入の障壁にもなっています。
19年度には漁業者が非常に期待を寄せる補

助事業として、水産業成長産業化沿岸地域創
出事業（新リース事業）が開始され、その環境
が好転し始めています。
今後も関係各所には大所高所からの視点で、

定置網業界にご理解いただきたいと思います。
私ども漁網製造会社は、今後も漁業者の

方々と二人三脚で、新鮮で安全な魚を食卓に
供給し続けることを社会的責務とし、定置網
漁業の永続的な発展に寄与していきたいと考
えています。

（はさたに　みつお）

ホクモウは1943年に漁網製造会社として石
川県に設立されて以来、一貫して定置網漁業
者のパートナーとして漁業に携わっています。
定置網漁業は英語で“Fixed Fishing Net”

などと呼ばれ、海中に漁網構造物を固定し、
魚が網に入るのをひたすら「待つ」漁法で行
われます。
定置網漁業は、国内沿岸漁業の約４割の生

産量を担う主要漁業であり、漁村の中核的な
産業です。その歴史は古く1600年ごろには現
在の形が整ったとも言われます。
定置網の形は種々様々で、形状違いで入網

する魚種は異なります。鳥
ちょうかん

瞰するとおおむね
T字形状の大きな構造体です。大型定置網の
初期投資額は数億円と莫大ですが、これに加
えて通常の業務で必要な網の更新や、定期的
な保守などにも高額な費用がかかります。今
後の定置網漁業の問題は、第１に魚“が”漁獲
し続けられるのかです。
現在、海洋の環境変化から定置網漁業の経

営は困難さを増しています。北海道や三陸地
方では、主要漁獲魚種であるサケの不漁が続
く一方、ブリやサバ、マイワシなどの従来は
見られなかった魚種の来遊が増加しています。
魚を待つ定置網漁業の特性から、周囲の環境
は、常に変化し続けます。
実際に漁業者が肌で感じる今の海、それに

ホクモウの最新機器を用いた漁場調査を有機
的に連携させ、漁場の変化に対応し続けるこ
とが肝要です。
もう１つの問題は魚“を”漁獲し続けること

ができるのかです。
各漁場は、定置網漁業の運営で経験に裏付

けされた様々なノウハウで、究極の姿である
「獲れる網で壊れ難い網」の実現を目指して切
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